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第３回春日井市地域自立支援協議会  

                                           平成２３年１２月１６日 

＜表１＞過去４年間の推移【図―１参照】                    （単位 相談者数：人、相談件数：件） 

 
４事業所 春日苑 かすがい まある あっとわん 

相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 相談件数 相談件数 相談者数 相談件数 

Ｈ１９  ４１６６  １３５２  １１５８  １１９７  ４５９ 

Ｈ２０ １７５０ ５５０２ ４４４ １６０７ ４８４ １９２２ ３７５ １４５１ ４０５ ５２２ 

Ｈ２１ １８２４ ６８２５ ４０２ １６４２ ５５６ ２８７２ ５０７ １８３２ ３６０ ４７９ 

Ｈ２２ １９７０ ６６３３ ３４５ １０７０ ６７６ ３２８８ ５５４ １７８２ ３９５ ４９３ 

 

＜表２＞今年度と昨年同時期の比較（４月～１０月）【図―２参照】         （単位 相談者数：人、相談件数：件） 

 
４事業所 春日苑 かすがい まある あっとわん 

相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 

Ｈ２２ １１４４ ３９６３ ２２９ ５７７ ３７５ ２００８ ３１３ １０９３ ２２７ ２８５ 

Ｈ２３ １３８５ ４３１２ ２５８ ７１５ ４６９ １９３８ ３９６ １３３２ ２６２ ３２７ 

    

＜表３＞相談者数の伸び率 【図―３参照】                     

 
４事業所 春日苑 かすがい まある あっとわん 

相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 相談件数 相談件数 相談者数 相談件数 

H20→21 104.2％ 124％ 90.5％ 102.2％ 114.8％ 149.4％ 135.2％ 126.3％ 88.8％ 91.8％ 

H21→22 108％ 97％ 85.8％ 65.2％ 121.5％ 114.5％ 109.2％ 97.3％ 109.7％ 102.9％ 

H22→23 121.1％ 108.8％ 112.7％ 123.9％ 125.1％ 96.5％ 126.5％ 121.9％ 115.4% 114.7％ 

  ・・・相談者の伸び以上に件数が伸びた年 
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表１～表３からみえる傾向 

○ 相 談 者  

・相談者数は相談支援事業開始後から現在に至るまで右肩上がりであり、今後も相談者数の増加が推測される。 

    ・中間案（３６項）にも、７割以上が利用した事が無いと記載があり、現在は３割程度しか利用までに至っていない。 

    相談に繋がっていないケースは多いはずである。 

 

○ 相談件数  

・平成２２年度の相談件数は、平成２１年度より減少している。平成２３年度はさらに減少される、もしくは増えても微増が予測される。 

 

→ ① 相談者数は増加傾向に対し、相談件数は増加できない段階に来ているのではないか。相談支援の質が確保していけるのか?不安である。 

※ アンケート結果からも利用満足度は決して高くなかったはずである。相談支援の質を高めていく必要性を感じる。 

   

② 実績からは、相談件数は減少または微増傾向だが、平成２４年度以降の見込み量は大幅増加になっている。 

相談件数を増やしていく事が、この現状で果たして可能なのか不安である。 

※ 中間案の平成２４年度相談件数の見込み量は８０８３件、平成２２年度の２１．９％増加を求めている。 
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＜表４＞相談員１名当たりの相談者数・相談件数 【図―４参照】         （単位 相談者数：人、相談件数：件） 

 
４事業所 春日苑 かすがい まある あっとわん 

相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 相談者数 相談件数 相談件数 相談件数 相談者数 相談件数 

Ｈ１９  ６９４  ６７６  ５７９  １１９７  ４５９ 

Ｈ２０ ２１８ ６８７ ２２２ ８０３ １６１ ６４０ １８７ ７２５ ４０５ ５２２ 

Ｈ２１ ２０２ ７５８ ２０１ ８２１ １８５ ９５７ ２５３ ９１６ １８０ ２３９ 

Ｈ２２ ２１８ ７３７ １７２ ５３５ ２２５ １０９６ ２７７ ８９１ １９７ ２４６ 

           

Ｈ２４ 

見込み 
 ８９８         

＜表５＞ 相談員数                               （単位：人） 

 ４事業所 春日苑 かすがい まある あっとわん 

Ｈ１９ ６ ２ ２ １ １ 

Ｈ２０ ８ ２ ３ ２ １ 

Ｈ２１ ９ ２ ３ ２ ２ 

Ｈ２２ ９ ２ ３ ２ ２ 

      

Ｈ２４ 

見込み 
９ ２ ３ ２ ２ 

・過去の実績から、平成２０年度が最も手厚く相談を受けることができている事になる。 

→ ・相談支援の質を向上するためには、最低でも相談員１名当たりの件数を平成２０年度程度か、それ以下にする必要があるのではないか。 

・ 平成２０年度の質でＨ２４の見込みの件数をこなすには、１２名程度の相談員が必要となる 

・ （ ８０８３（平成２４年度見込み件数）件 ÷ ６８７（平成２０年度の１名当たり件数）＝ １１．７７ 人 ） 


